
















































これらの内、早稲田大学蔵との記述のあるものは、白井 2003・安藤 1986・千葉県立房総風土記の丘 1979・亀井 
1951 である。最も新出の研究成果である 白井 2003 に準拠すれば、本資料は「小松向田４号墳」出土の石枕とされ
ている。「小松向田」出土の石枕の報告は『史蹟名勝天然紀念物調査』第２輯（千葉県 1926）が初出であり、表１
に記載された出土古墳の情報も、殆どが 千葉県 1926 に準拠していることが分かる。しかし表１のうち安藤論文・
























安山岩 - - 2
安藤 1986 早稲田大学 小松向田古墳 安山岩 縦29.0cm、横29.0cm、高さ11.0cm 3















































1926、及び 亀井 1951 で報告された資料が全て同一のものかどうか、一度確認を行う必要がある。
１－２．実測図との比較
では、既往報告を参照し本資料との比較を行いたい。これまでに公開された実測図のうち、千葉県 1926 に掲載






ではやや差異があるが、明瞭なくびれ部をもたないという点では 亀井 1951 の実測図も共通する。また、裏面上端
部が傾斜をもって立ち上がるという形態についても、亀井 1951 の実測図中にある断面図と同様である（註３）。立花
孔をもたない点も、図２－１、図２－２とも共通する。また、千葉県 1926 の実測図には法量が記載されており、
縦幅は１尺、受け部は４. ５分を示す。この法量は 亀井 1951 の実測図から算出できる法量とも概ね合致しており、

























































実際の作業にあたっては、Surface 解像度0.2㎜ で片面ずつ計測を行い、取得したデータを 3D 解析ソフト：
Geomagic Control を用いてノイズの除去・合成を行った。
























































No. 遺跡名 体積（㎤） 質量（g） 比重(㎤/g)
1 船形手黒１号墳 4446.43 12250 2.76
2 先崎久保高塚古墳 5645.20 15570 2.76
3 大鷲神社古墳 3390.90 9870 2.91
4 台方宮代１号墳 2908.82 8070 2.77













































































































































































































































図７　計測データをもとに、3D 解析ソフト：CloudCo ｍ pare を用いて筆者作成。
表１　各文献を参考に筆者作成。

